
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































内訳 数 月 数
全数 107 11 月
記名数 96 12 月
①人名録 33 ①のみ 3 13 月
②円了研究 38 ②のみ 4 14 月
③一覧 47 ③のみ 25 15 月
軍人 3 ①＋② 13 16 月
僧職 7 ①＋③ 0 17 月 62
東洋職員 15 ②＋③ 4 18 月 6
京北職員 4 ①②③ 18 19 月 6
新潟 1 10 月 15
近隣 1 11 月 14

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































内訳 数 月 数
全数 629 11 月 1
記名数 94 12 月 2
①人名録 16 ①のみ 0 13 月 5
②円了研究 19 ②のみ 3 14 月 21
③一覧 23 ③のみ 13 15 月 6
軍人 4 ①＋② 6 16 月 3
僧職 3 ①＋③ 0 17 月 15
東洋職員 11 ②＋③ 0 18 月 1
京北職員 1 ①②③ 10 19 月 124
近隣 3 10 月 136
東洋 6 11 月 313
京北 117 12 月 2

















































































































































































































































































































































































































内訳 数 月 数
全数 47 11 月 1
記名数 46 12 月 2
①人名録 7 ①のみ 1 13 月 6
②円了研究 10 ②のみ 6 14 月 2
③一覧 13 ③のみ 9 15 月 7
僧職 3 ①＋② 2 16 月 0
東洋職員 2 ①＋③ 2 17 月 1
新潟 3 ②＋③ 0 18 月 0
近隣 3 ①②③ 2 19 月 5
東京帝大 2 10 月 9
東洋 6 11 月 0















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































内訳 数 月 数
全数 48 11 月 8
記名数 48 12 月 0
①人名録 6 ①のみ 0 13 月 0
②円了研究 4 ②のみ 1 14 月 1
③一覧 14 ③のみ 11 15 月 0
医師 1 ①＋② 3 16 月 4
東洋職員 3 ①＋③ 0 17 月 2
京北職員 1 ②＋③ 0 18 月 1
新潟 0 ①②③ 3 19 月 5
近隣 5 10 月 2
東洋 14 11 月 20















































































































































































































































































































































































































































































内訳 数 月 数
全数 185 11 月 2
記名数 105 12 月 4
①人名録 9 ①のみ 0 13 月 0
②円了研究 27 ②のみ 16 14 月 2
③一覧 31 ③のみ 21 15 月 0
軍人 55 ①＋② 2 16 月 5
僧職 1 ①＋③ 1 17 月 0
東洋職員 5 ②＋③ 3 18 月 8
新潟 3 ①②③ 6 19 月 0
近隣 8 10 月 26
東京帝大 9 11 月 133















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































内訳 数 月 数
全数 374 11 月 16
記名数 217 12 月 18
①人名録 7 ①のみ 1 13 月 17
②円了研究 19 ②のみ 9 14 月 6
③一覧 18 ③のみ 9 15 月 143
軍人 3 ①＋② 1 16 月 6
僧職 7 ①＋③ 0 17 月 4
東洋職員 5 ②＋③ 4 18 月 25
郵便局員 1 ①②③ 5 19 月 9
新潟 1 10 月 64
近隣 54 11 月 35


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































内訳 数 月 数
全数 823 11 月 27
記名数 595 12 月 13
①人名録 18 ①のみ 2 13 月 16
②円了研究 33 ②のみ 14 14 月 159
③一覧 26 ③のみ 9 15 月 64
軍人 9 ①＋② 3 16 月 47
僧職 8 ①＋③ 1 17 月 27
東洋職員 6 ②＋③ 4 18 月 13
京北職員 6 ①②③ 12 19 月 90
慶応職員 1 10 月 157
新潟 10 11 月 152









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































内訳 数 月 数
全数 656 11 月 33
記名数 433 12 月 158
①人名録 2 ①のみ 0 13 月 87
②円了研究 4 ②のみ 4 14 月 128
③一覧 5 ③のみ 3 15 月 214
軍人 8 ①＋② 0 16 月 36
僧職 13 ①＋③ 2 17 月
東洋職員 0 ②＋③ 0 18 月
新潟 6 ①②③ 0 19 月
愛媛 11 10 月
近隣 133 11 月
東京帝大 11 12 月
東洋 0
早大 23
慶大 4
明大 1
京都医科大 1
国学院 1
東京高商 3
東京高工 2
神戸高商 2
一高 5
二高 1
独協 4
京北 120
早稲田中 1
府一中 2
府四中 1
目白中学 19
実践女学校 1
陸軍戸山学校 8
陸軍幼年学校 1
落合小 55
229 明治期哲学堂
知
人
四
人
分
が
含
ま
れ
る
。
愛
媛
県
か
ら
の
来
観
者
は
四
月
十
六
日
に
訪
れ
た
十
一
人
で
あ
る
が
、『
人
名
録
』
と
『
円
了
研
究
』、
『
円
了
研
究
』
の
三
冊
か
ら
姓
名
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
近
隣
か
ら
は
、
日
曜
日
を
中
心
に
家
族
や
知
人
が
連
れ
立
っ
て
訪
れ
て
い
る
。
東
京
帝
大
が
十
一
人
、
早
大
が
二
十
三
人
、
慶
大
が
四
人
、
明
大
が
一
人
、
京
都
医
科
大
が
一
人
、
国
学
院
が
一
人
、
東
京
高
商
が
三
人
、
東
京
高
工
が
二
人
、
神
戸
高
商
が
二
人
、
一
高
が
五
人
、
二
高
が
一
人
、
独
協
学
校
が
四
人
、
京
北
中
が
百
二
十
人
、
早
稲
田
中
が
一
人
、
府
立
一
中
が
二
人
、
府
立
四
中
が
一
人
、
目
白
中
学
が
十
九
人
、
実
践
女
学
校
が
一
人
、
陸
軍
戸
山
学
校
が
八
人
、
陸
軍
幼
年
学
校
が
一
人
で
あ
る
。
ま
た
、
落
合
小
学
校
が
遠
足
と
思
わ
れ
る
が
五
十
五
人
来
観
し
て
い
る
。
京
都
医
科
大
学
生
の
浮
田
友
樹
、
二
高
の
浮
田
茂
穂
は
兄
弟
と
思
わ
れ
る
同
姓
の
早
稲
田
中
生
浮
田
秀
樹
と
来
観
し
て
い
る
。
独
協
に
は
、
近
隣
在
住
の
二
人
が
今
年
度
も
来
観
し
て
い
る
。
京
北
中
は
、
本
年
も
一
年
生
百
二
十
人
が
一
斉
に
来
観
し
て
い
る
が
、
そ
の
引
率
者
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
教
員
の
来
観
者
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
。
東
京
帝
大
に
は
四
月
二
十
三
日
に
大
内
兵
衛
の
二
回
目
、
早
大
に
は
五
月
十
五
日
に
西
條
八
十
が
い
る
。
実
践
女
学
園
の
生
徒
鈴
木
梅
子
は
、
慶
大
生
鈴
木
錠
之
助
、
陸
軍
幼
年
学
校
生
鈴
木
辰
之
助
、
そ
の
弟
鈴
木
勝
之
助
と
い
う
兄
弟
四
人
で
来
観
し
て
い
る
。
三
月
五
日
に
、
円
了
の
次
女
澄
江
が
神
保
義
と
来
観
し
た
。
三
石
賤
夫
宅
に
下
宿
し
て
い
た
小
眠
繁
太
郎
、
袋
木
重
安
、
永
田
信
熊
、
吉
田
賢
次
と
い
う
四
人
が
四
月
七
日
に
来
観
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
月
二
十
五
日
に
神
田
睦
講
の
佐
久
間
佐
太
郎
他
五
人
が
来
観
し
て
い
る
が
、
新
井
薬
師
梅
松
院
な
ど
に
詣
で
る
つ
い
で
に
哲
学
堂
を
訪
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
三
県
の
他
に
も
、
宮
崎
県
、
群
馬
県
、
千
葉
県
、
奈
良
県
、
山
形
県
、
埼
玉
県
、
福
島
県
、
山
口
県
、
福
岡
県
、
島
根
県
、
徳
島
県
、
栃
木
県
、
岡
山
県
と
い
っ
た
住
所
が
見
え
、
三
月
九
日
に
は
、
清
国
の
貴
州
か
ら
日
本
に
来
て
い
た
王
正
福
、
張
友
棟
、
李
懋
森
と
い
う
三
人
が
来
観
し
、
李
懋
森
は
三
月
二
十
八
日
に
も
来
観
し
て
い
る
。
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考
察各
年
度
の
記
録
に
含
め
な
か
っ
た
が
、
監
修
を
し
た
古
宇
田
実
、
実
際
の
建
設
の
取
り
ま
と
め
を
担
当
し
た
山
尾
新
三
郎
の
他
、
「
大
工
」
を
職
業
と
し
て
記
し
た
人
も
い
た
。
彼
ら
は
来
観
で
は
な
く
、
工
事
の
た
め
に
訪
れ
た
が
記
名
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
大
工
」
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
月
ご
と
の
来
観
者
数
を
見
る
と
、
円
了
が
学
長
を
務
め
て
い
た
明
治
三
十
七
年
、
三
十
八
年
に
孔
子
誕
生
会
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
秋
の
十
月
十
一
月
に
多
く
の
人
び
と
が
連
れ
だ
っ
て
来
観
し
て
い
る
。
春
四
月
や
五
月
に
突
出
し
て
い
る
の
は
、
京
北
中
学
一
年
生
が
来
観
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
三
つ
の
人
名
録
か
ら
判
る
円
了
の
知
人
ま
た
は
東
洋
大
学
生
の
割
合
は
、
明
治
三
十
七
年
が
百
七
人
中
六
十
七
人
の
六
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
十
八
年
が
六
百
二
十
九
人
中
三
十
二
人
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
十
九
年
が
四
十
七
人
中
二
十
二
人
で
四
十
六
．
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
十
年
が
四
十
八
人
中
十
八
人
で
三
十
七
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
十
一
年
が
百
八
十
五
人
中
四
十
九
人
で
二
十
六
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
十
二
年
が
三
百
七
十
四
人
中
二
十
九
人
で
七
．
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
十
三
年
が
八
百
二
十
三
人
中
四
十
五
人
で
五
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
十
四
年
が
六
百
五
十
六
人
中
九
人
で
一
．
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
団
体
が
多
か
っ
た
三
十
八
年
を
除
く
と
低
落
傾
向
に
あ
り
、
特
に
四
十
一
年
か
ら
四
十
二
年
に
か
け
て
、
三
割
弱
に
激
減
と
い
っ
て
よ
い
減
り
方
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
四
十
一
年
に
六
賢
台
、
三
学
亭
の
外
観
が
整
っ
た
他
に
も
、
種
々
の
施
設
が
整
備
さ
れ
た
た
め
、
近
隣
住
民
を
始
め
、
東
京
市
民
、
学
生
が
多
く
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
隣
住
民
は
、
明
治
三
十
七
年
に
一
人
、
三
十
八
年
に
三
人
、
三
十
九
年
に
三
人
、
四
十
年
に
五
人
、
四
十
一
年
に
八
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
四
十
二
年
に
五
十
四
人
、
四
十
三
年
に
百
四
十
九
人
、
四
十
四
年
に
百
三
十
三
人
と
、
四
十
二
年
以
降
、
特
に
四
十
三
年
と
四
十
四
年
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
来
観
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
年
生
が
団
体
で
来
観
し
て
い
た
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京
北
中
学
生
を
除
い
た
学
生
数
も
、
明
治
三
十
八
年
な
ど
東
洋
大
と
京
北
中
を
除
く
と
僅
か
に
一
人
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
一
年
か
ら
四
十
四
年
ま
で
順
に
記
す
と
、
四
十
七
人
、
七
十
一
人
、
百
七
十
三
人
、
二
百
九
十
人
と
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
各
年
度
で
数
を
取
っ
て
い
な
い
人
び
と
の
多
数
は
、
近
隣
地
域
に
含
め
な
か
っ
た
現
在
の
東
京
二
十
三
区
の
地
域
に
住
ん
で
い
た
人
び
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
京
以
外
の
居
住
地
域
も
、
円
了
の
親
族
が
住
ん
で
い
た
新
潟
県
は
別
と
し
て
、
哲
学
館
か
ら
東
洋
大
学
の
卒
業
生
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
明
治
四
十
四
年
に
は
円
了
と
知
人
関
係
に
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
び
と
が
東
北
か
ら
九
州
に
か
け
て
の
十
六
県
か
ら
来
観
し
て
い
る
。
来
観
し
た
軍
人
は
、
士
官
学
校
生
が
大
挙
し
て
訪
れ
た
明
治
四
十
一
年
を
除
い
て
、
一
桁
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
、
近
隣
地
域
出
身
者
が
い
た
。
僧
職
は
、
東
洋
大
の
卒
業
生
、
上
高
田
な
ど
近
隣
の
寺
院
、
円
了
が
所
属
し
た
真
宗
の
寺
院
の
住
職
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
都
新
聞
、
中
外
日
報
、
中
央
新
聞
の
記
者
の
姓
名
が
見
え
る
け
れ
ど
も
、
来
観
に
際
し
て
の
記
事
の
有
無
は
判
ら
ず
、
円
了
を
尋
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
学
生
は
、
東
京
帝
国
大
、
一
高
、
早
大
が
東
洋
大
と
京
北
中
以
外
で
は
多
い
が
、
帝
大
に
は
、
円
了
で
知
己
で
あ
っ
た
と
判
る
人
が
含
ま
れ
、
早
大
に
は
、
近
隣
地
域
に
下
宿
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
が
い
る
。
独
協
も
早
大
と
同
じ
く
近
隣
地
域
の
在
住
者
が
連
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
目
白
中
学
は
、
近
隣
地
域
の
下
落
合
に
学
校
が
あ
っ
た
。
巣
鴨
に
あ
っ
た
真
宗
大
谷
派
の
真
宗
大
や
駒
込
の
吉
祥
寺
に
あ
っ
た
曹
洞
宗
学
林
、
護
国
寺
に
あ
っ
た
豊
山
師
範
学
校
と
い
う
僧
侶
を
養
成
す
る
た
め
の
学
校
の
生
徒
も
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
兄
弟
で
訪
れ
た
学
生
が
見
ら
れ
る
。
女
性
の
数
は
少
な
く
、
目
賀
田
逸
子
や
穂
積
銀
子
の
よ
う
な
円
了
の
知
人
か
、
秦
利
舞
子
の
よ
う
に
家
族
に
同
伴
し
て
訪
れ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
女
学
校
で
教
え
ら
れ
て
い
た
学
問
分
野
に
哲
学
が
な
か
っ
た
こ
と
や
、
女
性
が
是
非
歩
い
て
で
も
訪
れ
た
い
と
思
わ
せ
る
装
置
の
欠
如
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
夫
の
随
伴
と
し
て
名
前
を
記
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
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し
か
し
、
こ
の
女
性
の
少
な
さ
も
、
近
隣
住
民
が
増
え
る
に
従
っ
て
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
以
外
で
は
、
哲
学
館
大
学
で
英
語
を
教
え
て
い
た
ガ
イ
と
、
日
本
に
留
学
し
て
い
た
清
国
人
が
訪
れ
て
い
る
。
ま
と
め
四
聖
堂
竣
工
当
時
は
、
哲
学
館
大
学
の
施
設
と
し
て
、
哲
学
館
教
員
と
哲
学
館
大
学
生
な
ど
の
円
了
の
知
己
が
多
く
訪
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
孔
子
誕
生
会
な
ど
の
学
校
行
事
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
円
了
が
哲
学
館
大
学
を
退
隠
し
て
以
降
、
円
了
が
哲
学
を
通
じ
て
庶
民
を
啓
蒙
す
る
精
神
修
養
的
公
園
、
修
身
教
会
運
動
の
拠
点
と
し
て
独
立
経
営
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
性
格
が
当
然
の
よ
う
に
変
化
し
、
広
く
開
か
れ
た
施
設
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
四
十
五
年
に
箱
根
を
避
暑
の
た
め
に
訪
れ
て
い
た
円
了
が
「
天
皇
不
例
」
を
聞
き
、
哲
学
堂
に
籠
も
っ
て
回
復
を
祈
っ
た
り（
26
）、
天
皇
崩
御
後
の
大
正
元
年
八
月
か
ら
九
月
の
大
喪
ま
で
哲
学
堂
で
謹
慎
し
た
り（
27
）
と
い
う
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
公
人
と
し
て
の
円
了
が
業
務
を
行
っ
た
公
邸
の
よ
う
な
役
割
も
哲
学
堂
が
果
た
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
死
後
は
財
団
法
人
化
も
し
く
は
国
家
に
報
恩
の
た
め
に
寄
附
し
て
井
上
家
の
私
物
と
し
な
い
こ
と
、
と
い
う
遺
言
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
て
、『
哲
学
堂
来
観
諸
君
名
簿
』
で
、
最
も
多
く
来
観
し
た
の
は
、
九
回
来
観
し
た
小
石
川
区
に
住
ん
で
い
た
山
内
勝
二
で
あ
っ
た
。
二
番
目
は
、
七
回
来
観
し
た
豊
多
摩
郡
千
駄
谷
町
に
住
ん
で
い
た
大
津
武
敏
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
は
、
円
了
と
の
関
係
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
の
庶
民
が
愛
好
し
、
来
訪
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
人
数
面
か
ら
考
察
し
た
よ
う
に
、
六
賢
台
な
ど
が
竣
工
し
た
の
は
明
治
四
十
二
年
十
一
月
で
あ
る
が
、
東
京
帝
大
生
と
一
高
生
が
二
十
四
人
訪
れ
て
い
る
前
月
十
月
以
降
は
、
寒
暖
の
厳
し
い
時
期
で
も
二
桁
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
二
年
秋
に
園
内
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
一
つ
の
転
機
に
な
り
、
未
完
で
あ
っ
た
が
、
学
を
志
す
若
人
と
庶
民
に
開
か
れ
た
施
設
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
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の
た
め
、
小
学
生
が
団
体
で
来
た
り
、
同
じ
字
か
ら
連
れ
立
っ
て
来
た
り
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
哲
学
館
大
学
の
移
転
予
定
地
で
あ
っ
た
明
治
三
十
八
年
ま
で
の
時
期
は
、
行
事
な
ど
に
使
わ
れ
る
通
常
使
用
さ
れ
な
い
特
別
な
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
円
了
が
大
学
を
退
隠
し
た
後
の
明
治
三
十
九
年
か
ら
明
治
四
十
二
年
九
月
ま
で
は
、
整
備
途
中
で
充
分
な
施
設
も
な
く
、
特
別
な
日
を
除
い
て
人
も
あ
ま
り
訪
れ
な
い
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
二
年
十
月
以
降
は
、
未
完
で
あ
っ
た
が
、
人
び
と
が
気
軽
に
訪
れ
る
開
か
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
【
註
】
（
１
）
例
え
ば
、
貝
塚
爽
平
（
監
）、
清
水
靖
夫
（
編
）『
明
治
前
期
・
昭
和
前
期
東
京
都
市
地
図
２
東
京
北
部
』
柏
書
房
、
一
九
九
六
年
、
一
〇
六
頁
の
「
練
馬
・
中
野
一
九
〇
九
」
図
の
左
側
に
「
井
上
哲
学
堂
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
四
聖
堂
、
六
賢
台
、
賛
仰
軒
ら
し
き
建
物
と
天
狗
松
を
指
す
針
葉
樹
な
ど
の
記
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
竣
工
時
の
建
物
の
名
称
は
、「
哲
学
堂
」
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
建
物
に
つ
い
て
は
「
四
聖
堂
」
を
使
い
、「
哲
学
堂
」
は
全
体
を
指
す
場
合
に
使
う
。
（
３
）
井
上
円
了
（
述
）、
井
上
玄
一
（
編
）『
哲
学
堂
案
内
』
哲
学
堂
事
務
所
、
一
九
二
六
年
、
二
頁
。
（
４
）
井
上
円
了
「
南
船
北
馬
集
」
第
三
編
、『
井
上
円
了
選
集
第
一
二
巻
』
東
洋
大
学
、
一
九
九
七
年
、
五
百
四
十
九
頁
。
（
５
）
例
え
ば
、
筆
塚
に
つ
い
て
は
、
哲
学
堂
の
彫
刻
類
を
手
が
け
た
田
中
良
雄
宛
に
、
形
と
費
用
を
示
し
た
大
正
四
年
二
月
五
日
付
の
葉
書
が
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
降
に
作
ら
れ
、
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
が
、
そ
れ
で
も
設
置
日
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
構
造
物
に
は
、
完
成
日
の
み
な
ら
ず
、
名
称
の
み
が
残
る
だ
け
で
、
写
真
す
ら
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
ま
っ
た
く
不
明
な
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る
。
（
６
）
「
哲
学
堂
来
観
諸
君
名
簿
」
に
つ
い
て
は
、
三
浦
節
夫
「
井
上
円
了
と
哲
学
堂
公
園
１
０
０
年
」
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
編
『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
第
十
一
号
』、
東
洋
大
学
、
二
〇
〇
二
年
、
五
十
三
―
百
三
十
四
頁
の
九
―
九
二
頁
に
、
概
要
と
年
月
別
参
観
者
数
が
あ
が
っ
て
い
る
。
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（
７
）
な
お
、
冊
子
の
他
に
、
紙
に
記
さ
れ
た
だ
け
の
状
態
の
名
簿
も
帙
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
８
）
帳
面
の
最
初
の
行
に
日
付
は
な
く
、
住
所
は
「
〃
」
と
な
っ
て
お
り
、
い
つ
訪
れ
た
ど
の
よ
う
な
集
団
の
続
き
な
の
か
は
不
明
。
日
付
が
付
い
て
い
る
最
初
の
日
が
一
月
十
六
日
で
あ
り
、
第
一
〇
号
と
時
期
が
重
複
し
て
い
る
。
（
９
）
表
紙
の
記
載
は
「
大
正
六
年
」、
一
頁
目
の
記
載
は
「
大
正
五
年
」
と
な
っ
て
い
る
。
三
浦
節
夫
前
掲
書
で
は
大
正
五
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
筆
者
が
再
調
査
し
と
こ
ろ
「
大
正
六
年
」
と
来
観
日
に
年
も
書
い
た
人
が
い
た
。
冊
子
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
大
正
五
年
の
も
の
と
す
る
と
、
大
正
五
年
五
月
六
日
か
ら
六
月
三
十
日
の
間
は
、
名
簿
が
三
冊
以
上
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
他
の
時
期
に
比
べ
て
、
名
簿
数
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
大
正
六
年
の
も
の
と
判
断
し
た
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
名
簿
に
書
か
れ
て
い
る
人
び
と
の
履
歴
を
調
査
し
て
、
判
別
を
つ
け
た
い
。
（
10
）
円
了
死
去
の
報
が
伝
わ
っ
て
以
降
、
来
観
者
数
は
激
減
し
、
五
月
五
百
八
十
五
人
か
ら
六
月
は
九
十
三
人
と
六
分
の
一
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
円
了
の
葬
儀
は
、
六
月
二
十
二
日
に
東
洋
大
学
葬
と
し
て
白
山
の
東
洋
大
学
講
堂
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
遺
骨
を
奉
じ
て
和
田
山
の
哲
学
堂
に
移
動
し
、
焼
香
式
と
記
念
撮
影
の
の
ち
、
蓮
華
寺
に
埋
骨
さ
れ
た
と
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
七
一
〇
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
円
了
の
葬
儀
が
行
わ
れ
た
六
月
二
十
二
日
に
記
載
さ
れ
て
い
る
来
観
者
数
は
、
ゼ
ロ
人
で
あ
る
。
（
11
）
こ
の
号
は
大
正
関
東
大
震
災
の
発
生
を
含
む
。
そ
の
た
め
か
、
九
月
一
日
よ
り
十
八
日
ま
で
来
観
者
が
お
ら
ず
、
九
月
の
来
観
者
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
（
12
）
井
上
円
了
『
井
上
円
了
選
集
第
一
巻
』
一
九
九
七
年
、
五
五
〇
頁
（
13
）
東
洋
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
委
員
会
（
編
）『
東
洋
大
学
百
年
史
資
料
編
Ⅰ
上
』
東
洋
大
学
、
一
九
八
八
年
、
三
一
頁
（
14
）
東
洋
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
委
員
会
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
（
編
）『
東
洋
大
学
百
年
史
通
史
編
Ⅰ
』
東
洋
大
学
、
一
九
九
三
年
、
六
七
七
―
六
八
八
頁
参
照
。
（
15
）
井
上
円
了
、
一
九
二
六
年
、
五
頁
。
（
16
）
「
併
セ
テ
本
帖
」
を
墨
線
で
消
し
、
朱
で
「
別
帖
」
と
右
に
記
す
。
（
17
）
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
（
編
）『
東
洋
大
学
人
名
録
役
員
・
教
職
員
戦
前
編
』
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
。
（
18
）
三
浦
節
夫
（
編
）「
井
上
円
了
関
係
人
名
辞
典
」
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
会
第
三
部
会
編
『
井
上
円
了
研
究
四
』
東
洋
大
学
、
一
九
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八
九
年
、
二
百
三
十
三
―
百
四
十
一
頁
。
（
19
）
東
洋
大
学
同
窓
会
（
編
）『
東
洋
大
学
一
覧
』
東
洋
大
学
同
窓
会
、
一
九
一
〇
年
。
そ
の
該
当
年
度
の
役
員
、
教
員
、
職
員
、
在
学
生
に
、
そ
れ
ま
で
に
学
位
や
称
号
を
得
た
者
、
在
学
し
た
学
生
を
総
覧
し
た
冊
子
。
た
だ
し
、
館
外
生
や
、
科
目
履
修
の
み
の
学
生
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
（
20
）
東
洋
大
学
は
、
現
在
で
も
円
了
の
遺
言
に
従
っ
て
、
十
一
月
第
一
土
曜
日
に
哲
学
堂
祭
を
哲
学
堂
で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
講
義
や
行
事
の
一
つ
と
し
て
哲
学
堂
を
学
生
が
訪
れ
る
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、
在
職
者
が
哲
学
堂
を
業
務
と
し
て
訪
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
と
く
に
新
人
職
員
は
哲
学
堂
祭
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
21
）
円
了
が
つ
く
っ
た
「
京
北
」
を
冠
す
る
も
の
に
明
治
三
十
二
年
開
校
の
京
北
尋
常
中
学
校
と
明
治
三
十
八
年
開
園
の
京
北
幼
稚
園
が
あ
り
、
円
了
が
名
誉
校
長
に
な
っ
た
後
に
開
設
さ
れ
た
学
校
に
、
明
治
四
十
一
年
開
校
の
京
北
実
業
学
校
が
あ
っ
た
。
大
正
二
年
に
東
洋
大
学
と
合
併
し
、
東
洋
大
学
財
団
（
こ
の
表
記
は
『
東
洋
大
学
創
立
五
十
年
史
』
二
二
〇
頁
の
表
記
で
京
北
中
学
校
・
京
北
高
校
、
京
北
白
山
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
使
わ
れ
て
い
る
）
の
一
部
で
と
な
っ
た
が
、
戦
後
の
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
に
分
離
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
に
合
併
し
、
現
在
は
二
校
と
も
学
校
法
人
東
洋
大
学
の
併
設
校
で
あ
る
、
京
北
中
学
校
・
京
北
高
等
学
校
と
京
北
白
山
高
等
学
校
と
な
り
、
京
北
幼
稚
園
も
存
続
し
て
い
る
。
記
載
は
「
京
北
中
学
校
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
生
徒
、
教
職
員
と
も
に
一
つ
に
ま
と
め
た
。
な
お
、
園
児
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
姓
名
は
な
か
っ
た
。
（
22
）
「
町
」
と
「
村
」
に
つ
い
て
は
、
記
載
初
年
で
あ
る
明
治
三
十
七
年
を
基
準
と
し
す
る
。
（
23
）
井
上
円
了
、
前
掲
書
、
五
五
五
頁
。
（
24
）
教
員
と
し
て
は
、
日
清
高
等
学
部
も
含
め
、
内
田
周
平
、
有
馬
祐
政
、
土
屋
弘
、
下
田
義
照
、
安
藤
弘
、
東
敬
治
、
八
木
光
貫
、
赤
堀
又
次
郎
、
杉
谷
佐
五
郎
、
三
石
賤
夫
、
田
中
治
六
、
立
柄
教
俊
、
三
島
定
之
助
、
古
沢
藤
市
、
星
市
三
郎
、
湯
本
武
比
古
と
い
っ
た
名
前
が
見
え
、
学
生
時
代
の
西
山
哲
治
も
こ
の
月
に
訪
れ
て
い
る
。
（
25
）
絵
は
が
き
の
原
紙
と
な
っ
た
写
真
を
水
村
新
蔵
の
孫
に
あ
た
る
小
見
や
よ
い
氏
が
所
有
し
て
お
り
、
調
査
の
際
に
拝
見
の
機
会
を
得
て
、
写
真
裏
面
の
文
面
と
当
日
の
日
記
を
確
認
し
た
。
（
26
）
井
上
円
了
『
井
上
円
了
選
集
第
一
三
巻
』
東
洋
大
学
、
一
九
九
七
年
、
三
三
四
―
三
三
五
頁
。
（
27
）
井
上
円
了
、
前
掲
書
、
三
四
三
頁
。
